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写真 3：調査風景（南より）

写真 2：遺構検出状況（北東より）

写真 1：調査前風景（西より）

来住廃寺 37 次調査

久米高畑遺跡 73 次調査

来住廃寺37次調査の概要
所 在 地　　松山市来住町５７５番の一部外

調査期間　　平成２２年１月５日～同年３月中旬（予定）

調査面積　　　約４２０㎡

調査主体　　（財）松山市生涯学習振興財団　埋蔵文化財センター

１．調査の経過
　今回の調査は、『包蔵地Ｎ０．１２７来住廃寺跡』内における宅地造成に伴う発掘調

　査です。調査地は、平成３年～４年度にかけて来住廃寺の寺域確認調査として来住廃寺
　１７次調査、来住廃寺２１次調査が行われています。この調査では中世と考えられる掘
　立柱建物群、溝、柱穴のほか弥生時代の土坑などが見つかっています。
　本調査では、宅地造成による道路部分について調査を行う事となりました。来住廃寺

　に関連する遺構や遺物の確認と２１次調査で得られた掘立柱建物群の情報を補充し、充
　実した資料とするために調査を行っています。

２．調査の概要
　　調査では弥生時代～近世にかけての遺構・遺物が見つかりました。
　【検出した遺構】
　　掘立柱建物跡、溝１０条、土坑２０基以上、柱穴１００基以上

　【検出した遺物】
　　弥生土器、須恵器、土師器、陶磁器、瓦、石鏃、臼玉など

日時：平成 22 年 2 月 27 日（土）　11 時～

金堂跡

来住廃寺 37 次調査現地説明会資料
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写真 4：　土坑７調査状況（南より）

写真 6：　弥生土器出土状況（東より）

写真 5：　来住廃寺 17 次・21 次調査の掘立柱建物群（真上より）
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３．調査でわかったこと（途中経過）

　【弥生時代】
　・土坑が見つかっています。平面形は円形と長方形のものがあります。出土遺物から前期

末～中期初頭と考えられます。
【掘立柱建物群と溝１～７について】

　・２１次調査で見つかった掘立柱建物の柱穴が南へと広がることを確認しました。
・掘立柱建物群の柱穴から近世以降と考えられる瓦が出土しています。
・掘立柱建物群の東側にある南北方向の溝１～溝７は、南側にはのびていない事が分かり

ました。
　・溝７からは弥生土器、須恵器、陶磁器が出土しています。　

【用語解説】（五十音順）

遺物包含層・・・土器や石器などの考古資料が地下の土層中に遺存している状態。
臼玉・・・・・・主に古墳時代に用いられた装身具の玉。材質は滑石製のものが多い。
土坑・・・・・・人間が土を掘りくぼめてできたと考えられる穴。
掘立柱建物跡・・地面に穴を掘りくぼめて礎石を用いず、そのまま柱(掘立柱)を立て地面を底床とした建物。

　　　　　　　　　掘立柱建物跡は通常、柱穴の規則的な配列として確認される。　
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